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　八代には、国や県、市によって指定・選択・登録された文化財が 239 件（平成 29 年６月現在）あります。こうした文化財は、
永い年月の間に、熊本地震のような天災や戦乱、社会情勢の変化などさまざまな消失の危機に直面しながらも、持ち主や地
域の人によって大切に守られてきました。それらは、八代にどんな歴史があったのかを教えてくれるかけがえのない「宝も
の」です。
　本展では、普段なかなか見ることができない文化財を一堂に展示します。夏休み中の子どもたちにも楽しみながら八代の
歴史を学べる内容です。
　ぜひご観覧ください。
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『八見伝』のご案内
　八代には、先人たちが残してくれたすばら
しい文化遺産があります。
　市内のたくさんの文化遺産を「見る」「知る」
ことで、50 年・100年先まで「伝える」こと
ができるよう、八代市の歴史と文化をわかり
やすく解説したガイドブックを刊行しました。
　文化振興課（旭中央通３-11　TSビル３階）、
博物館で販売しています。
　（１部 400 円・200 ページ）
問合せ　文化振興課 ☎ 33-4533

国指定重要文化財　刀　無銘　雲生（松井文庫所蔵）

文化遺産ガイドブック
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光
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県指定重要文化財　
　三階松透鐔　林又七作（博物館所蔵）

県指定重要文化財　
　宮本武蔵書状（博物館所蔵）
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３
９
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。
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。
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史
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。
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◆熱中症予防のポイント◆
1暑さを避ける
　室内では…
　▼扇風機やエアコンで温度を調節する。
　▼遮光カーテン、すだれを利用する。
　▼室温をこまめに確認する。
　外出時には…
　▼日傘や帽子を着用する。
　▼飲み物を持ち歩く
　▼日陰を利用し、こまめに休憩する。
　▼天気のよい日は、日中の外出をでき
　　るだけ控える。

2からだに熱を貯めない
　▼通気性のよい、吸湿性・速乾性のあ
　　るゆったりした衣服を着用する。
　▼保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、
　　からだを冷やす。

3こまめに水分を補給する 
　▼外出時はもちろん、室内にいるとき
　　やのどの渇きを感じないときでも、
　　こまめに水分・塩分・経口補水液な
　　どを補給する。

熱中症予防で
暑い夏から身を守りましょう
暑さに負けない体作りが大切です。日頃から適度な運動を行い、
適切な食事、十分な睡眠をとるようにしましょう。

問合せ　八代市保健センター　 ☎ 32-7200　
　　　　鏡保健センター ☎ 52-5277
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熱
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熱
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。
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膚
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・
・
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。
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中
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。
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熱
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❸
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塩
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。
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熱中症による救急搬送者の内訳
（平成 23 年～平成 28 年合計）

搬送人員計   291,519 人※ 6 ～ 9 月の調査集計

※消防庁 「熱中症対策 リ ーフ レッ ト」 よ り一部抜粋

高齢者
（65歳以上）
47.5％

成　人
（18歳以上
65歳未満）
38.4％

青　年
（7歳以上18歳未満）

13.2％

新生児
（生後28日未満）

0.0％

乳幼児
（28日以上
7歳未満）
0.9％

5割近くが高齢者、乳幼児と少年が
約1割を占める！

高齢者
（65歳以上）
47.5％

成　人
（18歳以上
65歳未満）
38.4％

少　年
（7歳以上18歳未満）

13.2％
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